議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２７年９月３日(木)　午前１０時００分～午前１１時４９分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　青山直道　　副委員長　　じんの和子
委　員　大島令子　　岡崎つよし　川合保生
ささせ順子　佐野尚人　　山田けんたろう
議　長　伊藤祐司　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　局長補佐　主任


１　あいさつ
議長
市長
２　議題
⑴　平成２７年第２回長久手市議会臨時会について
　ア　付議予定議案について
＜説明：総務部長＞
　　・　議案第４１号及び議案第４２号（議案の概要のとおり）
　　・　条例の改正内容のポイントは、以下のとおり。

（議案第４１号）

①　「特定個人情報」を条例で定義

②　特定個人情報漏えい等のリスク軽減のため適切な措置を講ずることを宣言し、「基礎項目評価」及び「全項目評価」を条例に規定

（議案第４２号）
従来からの住民基本台帳カードの発行手数料の規定に加え、１０月５日にマイナンバーの通知カードの再交付手数料の規定を、併せて平成２８年１月１日から個人番号カードの再交付手数料の規定を追加する（平成２８年１月１日から住民基本台帳カードの発行手数料の規定は削除）。
イ　会期日程について　
＜説明：事務局＞
・　９月１１日限り
（委員長）・　説明のとおりの会期日程でよいか。
＜異議なし＞

ウ　議事日程について
　＜説明：事務局＞（議事日程第１号のとおり）　　　
・　第１号　会議録署名議員（なかじま和代議員、加藤和男議員の２人）
会期の決定、諸般の報告、議案（上程、説明、質疑、委員会付託、委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決）
（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。

＜異議なし＞

エ　その他
＜説明：事務局＞（付託表のとおり）

· 議案の付託　総務委員会（条例２件）

（委員長）・　説明の内容について、意見はあるか。

＜異議なし＞
（議　長）・　議員間討議を実施するために、執行部へ議案の説明会を実施してもらいたい旨相談したところ、前向きな返答であった。今回は臨時会で時間も限られるため説明会は実施しないが、議案の説明資料を別途全議員に配布する。
⑵　議会基本条例について
（委員長）・　以前の議運で提示した反問実施要綱について、行政課に文言の確認をしてもらったので、その修正を反映した要綱を本日新たに配布した。次回定例会からの運用を考えているが意見はあるか。
（委　員）・　第３条第４項には「議長等は、反問の内容が適正でないと判断した場合又は反問若しくは反問に対する答弁が円滑にされていないと判断した場合は、注意又は制止することができる。」とあるが、前段部分では「反問の内容」しか規定していないにもかかわらず、後段部分では「反問の内容」に加え「反問に対する答弁」についても規定されており、両者のバランスがとれていないように感じられる。
（議　長）・　議員と執行部に同等の責任を持たせることも考え得るが、まずはこの要綱で実施してみてはどうか。
（委員長）・　本日提示した修正内容を反映し、平成２７年１０月１日より施行する事としてよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　続いて、議会で実施するfacebook（フェイスブック）ページの運用について、議長から説明をお願いしたい。
（議　長）・　先般実施した勉強会で、facebookページに掲載する記事の内容をマニュアル化すべきとの意見があったため、現状でfacebookページを運営する他市議会を調査し、掲載基本方針を作成したので本日配布した。
（委員長）・　議会だより編集特別委員と調整しながら実施していこうと考えているが、本件について意見はあるか。
（委　員）・　閲覧者からのコメント受付はするのか。
（議　長）・　試行期間ではコメントは受け付けるが回答はしない予定である。また、禁止事項に該当するコメントは削除する。

（委　員）・　基本的に情報発信のみの機能でよいのではないか。

　　　　 ・　夜中に不適切なコメントが投稿されるなどのケースでは、削除するまでの間に不適切な情報が多くの人の目に触れてしまう恐れもあるので、コメントを受け付けない方がよいのではないか。
（副委員長）
・　閲覧者のコメントは受け付けなくてよいのではないか。
（委　員）・　コメントの受付ありとして、まずはやってみることが大切ではないか。運用された状況を見ながら判断していけばよい。

・　いつまで試行期間とするか。また、今後の展望はどのようか。

・　コメントを受け付けて回答しない場合、問合せ等のコメントの対応はどのようにするのか。

・　先日の勉強会で配布された「運用指針」と本日配布された「掲載基本方針」は分けて決めていく必要があるのではないか。
（議　長）・　他市町の議会で運用しているfacebookページでは、コメントの受付をやっていない議会はなかった。その一方で、コメントへの回答については、行っている議会とそうでない議会あるようだが、特にトラブルが生じたという話は聞いていない。そういった状況を参考にして作成したものが「運用指針」であり、「掲載基本方針」は自分たちの投稿内容を規定するためのものである。
（委員長）・　「掲載基本方針」は先日の勉強会で作成して欲しい旨要望があったため作成した。市の行事の告知に関しては、事前の周知を行い、どの議員が出席したという内容を報告するものではない。
（委員長）・　まず「掲載基本方針」の内容を決定したいが意見はあるか。

（委　員）・　「掲載基本方針」は初見であるため、一度、会派で検討したい。

（委員長）・　「運用方針」と「掲載基本方針」を会派で検討して頂き、次回議運で内容を決定することでよいか。
＜異議なし＞
＜１１：０４　休憩＞
＜１１：１０　再開＞

（委員長）・　議員間討議を委員会で実施するにあたり、申し合わせ事項の案を配布した。
（委　員）・　委員会の審査時間中に実施するのか。

（委員長）・　休憩中ではなく審査時間中に実施する。
（委　員）・　執行部の出席はどうするか。

（委員長）・　執行部の出席は委員長の采配による。

（委　員）・　公開の旨が申し合わせに記載されていないのに公開は必要か。
（委員長）・　議会基本条例で会議の公開が規定されている。
（委　員）・　各委員会の委員から議員間討議の提案がされた場合、討議を行うか否かの判断は委員長が行うのか。
（委員長）・　討議の提案はすべて受け付ける方針で考えている。
（委　員）・　提案された議案等すべてを討議する必要があるのか。討議すべき議案は、委員長なり委員会で決めるべきではないか。
（委員長）・　特定の議員の提案を退けるような運用にならないよう、すべて受け付ける方針で考えている。
（委　員）・　議員間討議については、全議員で議論する場を設けてもよいのではないか。
（委員長）・　議員間討議を実施すること自体は、議会基本条例で規定されている。

（委　員）・　討議する相手がいなければ討議にならないので、すべての提案を受け付ければよいのではないか。委員長に提案するタイミングとしては、議案の質疑以降の日程がよい。

（委員長）・　まずはいつから実施するかを決めて、それに向かって検討を行っていく必要がある。
（委　員）・　日程的に次回定例会から実施するのは難しい。平成２７年第４回定例会からの実施としてはどうか。

・　第３回定例会の委員会でシミュレーションしてはどうか。

・　検討する時間が必要だと思うので、第４回定例会からの実施でお願いしたい。
（委員長）・　平成２７年第４回定例会からの実施でよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　本日提示した申し合わせ事項に対して意見がある場合は、各自で申し合わせ案を作成し提案して欲しい。次回の議運で検討する。
　⑶　議会報告会について
（委員長）・　議会だより９５号で議会報告会の告知をした。１１月１日号の広報にチラシ折り込みを考えているが、手続きの関係上、１０月上旬には掲載内容を決めなくてはいけない。案があれば、次回の議運で提案して欲しい。
３　その他
（委　員）・　決算特別委員会の会派毎の委員の割り当てはどうするか。
　　　　 ・　会派代表で調整する。

（事務局）・　次回の第４回定例会のための議運で決算特別委員会設置が議題となる。
　以上で議会運営委員会を終了する。
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